
施策方針
　

い
じ
め
や
不
登
校
問
題
に
対
し

て
は
、
天
草
市
教
育
相
談
事
業
を

中
心
と
し
た
取
り
組
み
の
充
実
を

図
り
、
教
育
指
導
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

や
教
育
相
談
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど

に
よ
る
適
切
な
指
導
や
支
援
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
問
題
行
動
な

ど
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
の
た

め
、
校
内
支
援
体
制
の
充
実
や
関

係
機
関
と
の
連
携
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

学
校
規
模
の
適
正
化
で
は
、
学

校
統
合
の
枠
組
み
ご
と
に
推
進
体

制
を
整
え
、
計
画
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
４

月
に
新
和
小
学
校
と
大
多
尾
小
学

校
が
統
合
し
ま
す
が
、
今
後
も
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
得
な
が
ら
学
校
規
模
の
適
正

化
を
推
進
し
、
よ
り
よ
い
教
育
環

境
の
整
備
と
教
育
効
果
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
関
係
で
は
、
耐
震

化
対
策
に
重
点
を
置
き
、
安
心
･

安
全
に
配
慮
し
た
環
境
整
備
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
は
、
牛

深
小
学
校
の
改
築
事
業
と
五
和
地

区
の
小
学
校
と
中
学
校
の
建
設
推

進
や
施
設
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

▲第二天草瀬戸大橋を含む本渡道路〔仮称〕の最適ルート帯

▲花いっぱい運動に取り組む子どもたち
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快
適
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
に
は
、
道
路
や
情

報
通
信
網
な
ど
の
社
会
基
盤
の
整

備
が
必
要
で
す
。

　

３
月
12
日
に
は
、
い
よ
い
よ
九

州
新
幹
線
が
全
線
開
業
し
ま
す

が
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
天
草
に

呼
び
込
む
た
め
に
も
、
熊
本
天
草

幹
線
道
路
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
ま
す
。現
在
ま
で
に
、

熊
本
宇
土
道
路
、
新
天
門
橋
を
含

む
大
矢
野
バ
イ
パ
ス
が
事
業
化
さ

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら

れ
、
さ
ら
に
は
民
間
通
信
事
業
者

と
の
連
携
に
よ
る
放
送
・
通
信
面

で
の
地
域
格
差
是
正
に
、
多
く
の

効
果
が
あ
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
医
療
分
野
や
防

災
分
野
な
ど
で
利
活
用
を
推
進

し
、
市
民
の
安
心
・
安
全
に
直
結

し
た
情
報
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

本
庁
舎
は
築
44
年
が
経
過
し
、
老

朽
化
の
進
行
、
会
議
室
や
駐
車
場

の
慢
性
的
な
不
足
に
加
え
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
策
な
ど
も
遅
れ
て
お

り
、
耐
震
基
準
も
十
分
に
満
た
し

て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
本
館
と

別
館
が
離
れ
て
お
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
た
い
へ
ん
不
便
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
ま

で
の
合
併
特
例
債
の
活
用
を
考
え

ま
す
と
、残
さ
れ
た
期
間
の
中
で
、

基
本
構
想
の
策
定
か
ら
基
本
設

計
、
実
施
設
計
な
ど
、
順
を
お
っ

て
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
今
年
度
に
本
庁
舎
建
設

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
う
か
が
い
な

が
ら
、
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
や
生
物
多
様
性
な

ど
の
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
市

民
生
活
や
経
済
活
動
が
及
ぼ
す
地

球
環
境
へ
の
負
荷
を
最
小
限
に
す

る
た
め
、
廃
棄
物
の
削
減
と
積
極

的
な
再
利
用
の
推
進
、
限
り
あ
る

資
源
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
活
用
な
ど
、
資
源
循
環
型
社

会
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
本
渡
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
牛
深
し

尿
処
理
場
の
更
新
施
設
と
し
て
、

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
を
再
生
処
理

す
る
「
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設
に
つ
い
て
は
、
建
設
予
定

地
の
選
定
な
ど
、
事
業
の
具
体
化

に
向
け
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
を

得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

次
に
、「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
」
I
S
O
１
４
０
０
１

に
つ
い
て
は
、
本
年
12
月
に
審
査

機
関
に
よ
る
４
回
目
の
更
新
審
査

を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
を
踏
ま
え
、
自
己
宣
言
し
、
独

自
の
手
法
で
の
実
践
も
可
能
と
の

判
断
か
ら
、
本
年
度
自
己
宣
言
方

式
へ
移
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
に
よ
る
資
源
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
25
年
度
ま
で
に
ご
み
排

出
量
の
８
％
削
減
、
資
源
化
率
の

30
％
向
上
を
目
ざ
し
、排
出
抑
制
、

分
別
徹
底
へ
の
意
識
高
揚
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
レ
ジ
袋
削

減
や
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
団
体
の
代

表
者
会
議
に
お
い
て
、
市
内
全
域

で
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本
年
10

月
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
目
ざ
す
と

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自
然
環

境
保
全
対
策
と
し
て
、
海
岸
漂
着

ご
み
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
へ
の
支
援
、
不
法
投
棄
防
止

啓
発
に
よ
る
海
・
川
の
自
然
環
境

と
景
観
保
全
へ
継
続
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
取

り
組
み
で
は
、
地
域
全
体
へ
運
動

を
普
及
・
啓
発
す
る
た
め
、
花
づ

く
り
実
演
会
や
花
苗
等
の
配
布
、

シ
ン
ボ
ル
花
壇
の
設
置
、
花
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
を
実
施
す
る
「
天
草

花
咲
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進

し
、
景
観
か
ら
の
魅
力
あ
る
島
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
推
進
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
、

国
、
県
の
補
助
制
度
の
動
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
引
き
続
き
普
及
・

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設

に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
な
ど
へ

の
導
入
促
進
や
電
気
自
動
車
を
使

っ
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
移
動
）
社
会

の
実
証
な
ど
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
の
調

査
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

次
に
、
本
年
７
月
に
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
放
送
が
終
了
し
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
へ
完
全
に
移
行
さ
れ

ま
す
が
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

難
視
聴
地
域
に
つ
い
て
は
、
共
同

受
信
施
設
の
整
備
促
進
、
難
視
聴

相
談
体
制
の
充
実
な
ど
、
万
全
の

対
策
を
取
り
、
円
滑
な
移
行
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

機
能
的
な
社
会
基
盤
づ
く
り

れ
て
お
り
、
第
二
天
草
瀬
戸
大
橋

を
含
む
本
渡
道
路
〔
仮
称
〕
に
つ

い
て
は
、
昨
年
８
月
に
選
定
さ
れ

た
最
適
ル
ー
ト
帯
に
お
い
て
、
道

路
予
備
設
計
や
環
境
調
査
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
に
整

備
区
間
の
指
定
を
受
け
、
事
業
化

さ
れ
る
よ
う
関
係
機
関
に
強
く
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
海
の
玄
関
口
で

あ
る
本
渡
港
や
牛
深
港
の
周
辺
地

域
に
お
い
て
、
港
を
核
と
し
た
ま

か
ら
祝
日
開
館
を
実
施
し
、
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
蔵
書
の
充
実
を
行
い
、
市

民
の
読
書
活
動
の
推
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

引
き
続
き
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
の
設
立
や
健
康
増
進

の
た
め
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
普
及
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

天
草
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
の
開
催
を
通
し
て
、
競

技
力
の
向
上
を
含
め
た
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
図
る
こ
と
で
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
目
ざ
し
ま
す
。
ま

た
、
解
体
中
の
旧
天
草
市
民
セ
ン

タ
ー
体
育
館
の
建
て
替
え
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

国
際
交
流
で
は
、
姉
妹
都
市
を

締
結
し
て
い
る
米
国
の
エ
ン
シ
ニ

タ
ス
市
と
の
交
流
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
本
市
の
歴
史
的
資
産
で

あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
や
南
蛮
文

化
と
か
か
わ
り
の
深
い
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
共
和
国
の
フ
ン
シ
ャ
ル
市
と

の
姉
妹
都
市
締
結
を
目
ざ
し
て
、

交
流
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
み

な
と
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
の

策
定
や
、
港
湾
計
画
な
ど
へ
の
提

言
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

九
州
西
岸
軸
の
基
幹
道
路
と
な

る
島
原
・
天
草
・
長
島
連
絡
道
路

な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
産
業

振
興
や
地
域
間
交
流
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
効
果
が
期
待
さ
れ
、

天
草
地
域
の
振
興
・
発
展
と
切
り

離
せ
な
い
課
題
で
す
の
で
、
関
係

自
治
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
早

期
実
現
を
求
め
て
国
な
ど
へ
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
情
報
化
の
推
進
で
は
、
各

種
電
算
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り

●みなとまちづくり推進事業〔天草の海の玄関
である本渡港や、牛深港を核としたみなとま
ちづくりなど港の将来像について検討し、地
域振興とともに港湾計画への提言書の取りま
とめを行う〕………………………1,005万円
●市道改良（単独）事業〔大規模、小規模、災
害防除の単独工事〕…………３億4,316万円

●六田団地線道路改良（交付金）事業〔老朽化
の進んでいる六田橋（牛深町）の架け替え工
事を行う〕……………………… 3,670万円

●天草市庁舎建設事業〔天草市本庁舎の建設に
向け「天草市本庁舎建設検討委員会」（仮
称）を設置するとともに、基本計画を作成す
る〕…………………………………1,075万円

●ゴミ減量・資源化対策事業〔ごみの減
量・資源化を推進するための啓発・広
報活動を実施する〕………3,065万円
●天草花咲プロジェクト事業〔花咲プロ
ジェクトを推進するため、花壇コンク
ールの開催、花苗の配布などを行う〕
　…………………………………412万円
●住宅用太陽光発電システム設置費補助
金〔住宅用太陽光発電システムの設置
費用の一部を助成する〕…4,500万円
●バイオマスタウン事業〔バイオマスタ
ウン構想を推進するとともに、バイオ
マスセンター整備に係る事業手法の可
能性を調査する〕……………420万円

5

6
環
境
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

平成23年度

…ルート帯


